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2 Lp－ 3 快適性に関する被服気候的考察
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被　　服

　　目的　　被服の快適性について関心が高まっているが、その場合、透湿性の大きい衣
料は人体から発した水蒸気を外部に蒸泄できるので、快適だと考えられがちである。しか

し、我々は先に、実験により、水蒸気移動のドライビングフォースは水蒸気圧差に依存す
るとの見解を得ている1)ので、被服内部に比べて外部の水蒸気圧が高いときは、透湿性の

よい衣料は外部から内部に水蒸気を通すことになる。このような水蒸気の移動、水蒸気圧

の変化と快適性の関係について、検討を行った。

　　方法　　人体の皮膚面と肌着のつくる最内層の水蒸気圧との関係についてシミュレー

トするために、アクリル樹脂性のｂＯＸを重ねた２つの層からなる装置を試作し、その上下、

及びｂＯＸの中間にシャッターを設け、中間シャッターのすぐ上に種々の試料布を取り付け、

上‘下両boxの水蒸気圧を変化させて設定し、シャッターを引き抜いたときに起こる上・

下ｂＯＸの水蒸気圧の経時変化を温湿度センサーにより測定した。

　　結果　　シャッターを抜いておこる上・下ｂＯＸ間の水蒸気移動と試料布の吸湿性の間

には一定の関係があり、吸湿性の大きい試料ほど衣料より皮膚側の空間に対応するｂＯＸの
水蒸気圧低下が著しく、従って快適性が被服最内層の汗の発散の容易さと深くかかわると

の既往の報告2)の説によるとすれば、快適性は透湿性にのみよるものではないことが明ら

かになった。
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目的：暑熱環境下並びに寒冷環境下における、運動時の発汗による人体体表面からの水分

に衣服素材が与える影響に関する報告は数多くある。しかし、外環境から衣服系に多量に

浸入してくる雨等の水分と肌着との関係を調べた研究は、殆ど見られない。そこで、本研

究は、衣服最外層から多量の水分が衣服系に浸入して衣服が湿潤した際、肌着の繊維素材

が人体冷却にどの様な影響を与えるかを明らかにする目的で企画された。

方法：環境温２ O°C相対湿度８０％に設定されている人工気候室で、９名の成人女性が被

験者として協力した。被験者は直腸温が安定に達した後、立位安静で、１２０ｍｍ／ｈ或

いは８０ｍｍ／ｈの降雨下に２分間おかれた後、15分間立位安静を保ち、さらに、最後

の５分間は有風下（4 . 8m／s e c）におかれた。被験者は肌着、靴下、運動靴と防水

性め高い帽子を着用した。ポリエステル１００％のスポーツウェアの中に着用する肌着素

材が綿１００％（綿条件）或いはポリエステル７０％とウール３０％の混紡（混紡条件）

の場合について実験を行った。直腸温、５ヵ所皮膚温、衣服表面温並びに温冷感と快適感

について測定した。
結果：多雨有風下で綿条件の方が混紡条件よりも平均皮膚温と平均体温のレベルは、有意

に低く、また、体熱損失量は有意に多かった。被服表面温が綿条件で高く、被験者は綿条

件においてより寒く、不快に感じた。
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